
機能の名称 美術館の課題 リニューアルの内容 

キッズ・プロジェクト 

（仮称） 

・子どもの「遊び」と「学び」の

場を充実し，大人にも美

術の豊かさや楽しさを感

受する機会を設ける 

・「キッズ・プロジェクト」の展開 

⇒ 「キッズ・プロジェクト」の拠点となる「キッズ・ 

スタジオ」（仮称）の設置 

   ⇒ 「キッズ・プロジェクト」の活動に対応可能な 

展示室，創作室，ラウンジ等の整備 

展示 ・コレクションの効果的

な活用 

・多様な内容や規模の展

覧会の実施 

・美術品借用時の警備，

温湿度，照度管理等の

条件の高度化への対応 

・コレクション展示の充実化 

・大規模企画展への対応 

⇒ 展示室の増床（５００㎡程度） 

⇒ 展示壁面，可動壁面，空調システム，照明

機器，展示ケースの更新による展示環境の

高度化 

⇒ 虫害菌対策等の環境対策 

収集・保管 ・収蔵庫の狭隘化 

・美術品借用時の収納ケ

ース類の保管条件への

対応 

・美術品の収集を継続するための体制の構築 

  ⇒ 収蔵庫の増床（７００㎡程度） 

⇒ 作品の特性に応じた保存環境の整備 

⇒ 優れたセキュリティ機能の確保 

  ⇒ 一時保管庫の設置 

教育普及 ・近年の利用者ニーズに

対応した教育普及活動

の充実 

・来館者が創作活動を行い，各種プログラム等，

様々な形で美術に触れることができる空間と

設備の整備 

  ⇒ 創作室の増床，機器の更新 

  ⇒ 用具・材料等の格納スペースの確保 

 

・来館者がより深く美術に触れる機会を作るため

の環境整備 

  ⇒ 講堂の移設（３００人程度の収容規模） 

憩いとコミュニ

ケーション 

 

 

 

 

 

 

 

・全ての来観者が快適に

利用できる施設環境の

整備の必要性 

・館内各施設の回遊性の

確保 

・宮城における芸術・文

化活動の担い手の育成 

 

 

・憩いと交流の拠点の整備 

  ⇒ ラウンジの設置 

 

・県民ギャラリーの利便性・快適性の向上 

   ⇒ 県民ギャラリーの移設 

 

・ユニバーサルデザイン化への配慮 

⇒ エレベーターの配置・規模の改善 

⇒ 授乳室の設置 

⇒ 第二駐車場側のサブエントランスの設置

⇒ 案内表示の多言語化 

 

・美術館に関わる人々の活動環境の整備 

  ⇒ ボランティアのための控室の設置 

  ⇒ その他のスタッフのための控室の設置 

  

リニューアルの主要部分の概要 
資料４ 



主な新設・移設・増床施設 

 

 リニューアル前 リニューアル後 

キッズ・プロジェクト（仮称）  キッズ・スタジオ（仮称）を新設 

展示 ・展示室１・２（常設展示室） 

・展示室３・４（企画展示室） 

計約 2260 ㎡ 

500 ㎡程度増床 

収集・保管 ・収蔵庫１・２ 

・前室 

・写真室 

計約 840 ㎡ 

700 ㎡程度増床 

 一時保管庫の新設 

教育普及 ・創作室１・２ 創作室１を増床 

・講堂 増築棟に移設 

憩いとコミュニケーション  ラウンジを新設 

・県民ギャラリー 増築棟に移設 

 授乳室，サブエントランス，ボラ

ンティア控室，スタッフ控室等を

新設 

 


